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 要  旨 
 
ダイヤモンドは多くの優れた特性を持ち、様々な応用が期待されている。しかし、解決すべき
問題点も数多く残されている。 
ダイヤモンドの特性のうち高硬度、耐磨耗性、化学的安定性といった点から、切削道具や機
械的磨耗が避けられない基材へコーティングすることにより耐久性を増す試みが数多くなされて
いる。しかしステンレス基材へコーティングを行う場合、含まれる遷移金属（ステンレスの場合は
FeおよびNi）がグラファイトを形成する触媒となってしまう。よってこれらの影響を抑えるための前
処理法が必要となる。 
当研究室では同様に遷移金属を含む超硬合金基材へのダイヤモンドコーティングを行う際に
前処理法として基材表面のCoをシリサイド化するという方法を用いている。これは表面の遷移金
属をシリサイド化することによって変質させ、グラファイトを作る触媒作用を抑制するというもので
ある。しかし、超硬合金基材中の遷移金属の割合が10%程度であることに比べ、ステンレス基材
中の遷移金属の割合は70%程度になる。同じようなシリサイド化の条件では、遷移金属の含有量
の割合に対し供給されるSiの量が少ないため、シリサイド化が十分に行われないことがわかっ
た。ここで、シリサイド化を行う条件の最適化を行った。蒸着量と熱処理時間を変え、表面にシリ
サイドが形成されるかの評価を行ったが、表面を覆う酸化膜が障害となり、鉄シリサイドの形成に
は至らなかった。 
そこでシリサイド化に変わる手段として表面の窒化を行った。この方法ならば、表面の酸化膜
中の酸素を窒素と置換するため、酸化膜の影響を抑えることができ、さらにCrNの中間層ができ
ることで遷移金属の触媒作用をも抑えることができると考えられる。 
まず、MP -CVD 法によって表面の窒化が可能かどうかを調べた。その結果、ラマン分光法によ
るダイヤモンド特有のピークを持つ薄膜の堆積が確認できた。続いて、窒素プラズマでの処理
前に水素プラズマによる酸化膜のエッチングプロセスを導入した。さらに窒素と水素の混合ガス
によるプラズマ中でエッチングと窒化を同時に行った。結果、水素プラズマによるエッチングを行
った基板でダイヤモンド特有のピークを持つ薄膜の堆積が確認できた。しかし、混合ガスによる
プラズマを利用した場合、ダイヤモンドのピークは観測できなかった。 
これらの結果から、ダイヤモンドピークを含む薄膜を堆積させるためには、酸化膜のエッチン
グよりも窒化処理にかける時間が重要であることがわかった。そして十分に窒化処理を施した基
板について、ダイヤモンド特有のピークを持つ薄膜が堆積可能であることがわかった。 
 
